
エンジン実験室で学生たちと。

未来の自動車技術と優れた人材に夢を託す
自動車を1台作るのに、およそ3万点の部品が必要とされる。
膨大な研究開発で積み重ねた技術が、1台に集約されているのだ。
しかし自動車はまだまだ、技術で進化するはず。
加藤先生は、さらなる技術革新を目指して挑戦を続けている。

次世代の自動車技術の研究・開発がテーマ
加藤先生はずっと自動車業界の最先端で活躍して

きた。ホンダに入社後数年は量産車のエンジン制御
システムを手がけ、以降は、エンジンの先行研究、F1
プロジェクト、ディーゼルエンジンの噴霧燃焼研究な
ど、未来のクルマ開発に関連する業務に携わってき
た。しかも、特許では国内 50 数件、アメリカで 30
数件が登録されている。まさに自動車技術一筋に歩
んできたトップエンジニアだ。

現在も研究テーマとして掲げているのは、次世代に
向けた自動車技術の研究開発。環境を守り持続可能
な社会の実現のため、内燃機関やハイブリッドなどの
乗用車用パワープラントから発生する CO2 や有害排
出ガスの低減技術について研究・開発・確立を目指す。
「どのような走り方をすれば、CO2 と排出ガスを

低減させられるのかを、ヨーロッパで導入されている
Real Driving Emissions（実路走行排気試験）によっ
て検証をしていきたいと考えています。この試験は、
実車に排気ガス分析計を取り付けて、一般の道路を
走って NOx や PM、CO2 などの排出量を計測すると
いうものです」。

また、自動車そのものだけでなく、スムーズで無駄
のない交通状況を実現するための、車両運行情報の
流れを最適化するための研究や、どのようなモビリ
ティ（交通手段・移動手段としての乗り物）が地域に
とってCO2 排出削減と生活レベル向上の両立を実現
するのか、といった範囲にまで、先生の研究意欲は広
がる。
「もちろん、エンジン本体の研究も忘れてはいませ

ん。流体や熱の移動による現象を解析する三次元ソ
フトを使って、有害排出ガスの少ないディーゼルエン

ジンの燃焼技術を、同じく機械・精密システム工学
科の森一俊先生の研究室と共同で研究してきたいと
思っています」。

エンジニアとしての熱い探求心は、ホンダを離れた
今もなお健在だ。

自動車業界の明日を担う人材を一人でも多く
帝京大学宇都宮キャンパスでは、2015 年に工学

系クラブ「帝京フォーミュラプロジェクト」が発足。
学生たちが自ら設計・製作したレーシングマシンの競
技会である「全日本学生フォーミュラ大会」への出場
を目標としてきた。2017 年に開催された全日本学生
フォーミュラ大会では、大会初出場で車検を見事クリ
アして初走行を果たし、次の大会に向けて期待と注
目が集まっている。

先生も着任後、「帝京フォーミュラプロジェクト」の
担当となり、かつてホンダでインディ 500 や F1プ
ロジェクトに関わった経験を活かし、学生たちと共に
挑戦していく想いを強くしている。何よりも、実際に
国際的なレースに参加した先生の存在は学生たちに
とって心強いだろう。

さらに、今後の研究テーマとして検討している最中
だが、自動車レースに関する分野として、サーキットシ
ミュレーションやレースマネジメントについても手が
けていきたいとのこと。

そして将来、自動車業界に進みたいと望む学生た
ちの後押しをしていきたいとも考えている。
「このプロジェクトに参加するのはその一環でもあ

ります。モノづくりの楽しさややりがいを感じ取って
ほしい。講義と実践を通じて、日本の自動車産業の
明日を支えていくエンジニアを一人でも多く、宇都宮

キャンパスから生み出せたら…。それも私の夢の一つ
です」。

栃木県内には自動車関連企業が多く立地すること
から、自動車関連メーカーの技術者とのコラボレー
ションを積極的に行っていくことも視野に入れてい
る。自動車業界や関連メーカーを目指す学生にとっ
ては、この上ない条件が整っているといえるだろう。
「ここから巣立っていった学生たちがエンジニアとし

て活躍するようになって、自動車技術の講演に来ても
らったり、再びここの研究室で共同研究ができたら、
こんな嬉しいことはありません。夢を持って努力する
人には、私も全力で応援やサポートをしていきたいと
考えています。自動車業界を大きく変えるような試み
に挑んでみたいと思うなら、尻込みしないで積極的に
大きな夢に向かって一緒に進んでいきましょう」。

夢の実現こそが、先生を突き動かす原動力でもあ
る。熱い想いを持った若い力が、宇都宮キャンパスに
集まってくることを先生は心から願っている。
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